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珊
仁
ム

当
拙
晒
蝉
在
鞘
圭
Ｌ
止
｝
・
－
」

凸
、
　
胴
ら
す
苗
瑞
担
肥
軸
咄

ヒ
蛆
伸
い
止
す
Ｅ
｝
．
、
杣
血

挨

一
〇
主
Ｌ
た
。

拶

川
甘
叩
｝
．
抽
珪

頸
　
　
　
．
止

、ｊ’

　
問
申
帥
才
牛
・
帥
群
ｔ
吐
い

仁
’
一
冊
、
諦
甘
日
苗
．
い
た
Ｌ

ｔ
仙
古
｝
．
・
」
乃
．
一
上
｛
ｏ
古
す

が
，
　
川
…
■
．
肺
丑
岨
旬
＾
…
叩
岨

＃
廿
什
冊
削
壷
掘
’
．
刮
嗣
抽
’
．

ｒ
よ
ｏ
、
　
冊
．
＾
叩
１
“
申
｝
一
『
い

山

た
Ｌ
寸
・
Ｔ
ｊ
『
岨
坤
冊
．
朝
カ

荏
頸
す
胃
冊
叩
甜
唖
い
寸

寸
。　
冊
肺
＃
田
一
小
拙
上
分
け
ｔ

・
帖
鵬
趾
帥
咄
．
ヰ
咄
ｒ
乱
主
ぐ

・
岬
ヰ
町
帥
肺
圭
持
凡
升
ら

占
壇
哺
倒
に
冊
市
い
壮
Ｌ
ｔ

胴
ｏ
古
す
た
曲
，
町
貝
由
期

曲
い
＃
Ｌ
古
す
上
凸
世
町
咄
．

肥
・
抽
曲
苗
岨
い
肚
が
呂
．
吉
牌

瑚
が
咀
弼
．
１
、
曲
帥
・
点
睡
症

町
且
曲
拙
坤
ｒ
中
制
．
旺
い
岬

が
畠
巾
・
圭
す
が
、
何
申
町
曲

円
冊
凧
し
ｆ
平
和
田
町
睡
辞

『
尭
卦
吐
嵩
柵
抽
カ
左
剛
＾

｝
た
｛
拙
に
肺
ん
干
舖
典
抽

申
上
叶
圭
』
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
班
坤
齪
苗
不
甜
肚
曲
昨
曲

軸
不
肺
期
『
ｔ
＃
付
旧
抽
か

九
古
Ｌ
一
・
＃
軸
拍
に
り
い
て

非
帖
吐
酬
鵬
山
吉
れ
丁
．
何
一
＾

珂
｝
一
＃
に
苗
寸
ポ
、
　
ユ
ｏ
」

国
皿
・
刊
嗣
力
＃
軸
固
い
刊
Ｌ
．

古
す
．

　
甜
血
畦
理
瑚
．
１
畠
培
’
・
Ｈ

時
に
軸
咀
Ｌ
ｔ
抽
品
嗜
れ
毛

臨
叩
島
与
、
胡
祖
’
一
冊
帖
曲

咀
苫
上
唖
｛
，
ｉ
れ
が
甜
晶

寸
畠
血
苦
寸
直
　
曲
に
租
＃
一
に

○
い
ｔ
帥
甲
押
肚
点
硅
甘
Ｌ

’
、
伽
ｍ
ム
ロ
廿
冊
十
、
　
曲
相

吉
れ
’
」
叩
一
〇
い
紬
甜
に
朝
力

Ｌ
て
い
た
！
註
た
い
｝
一
冊
い

＃
す
。
軸
甜
吉
打
た
用
曲
冊

町
罠
由
瑞
吉
ん
由
生
冊
由
上

「
担
一
元
茗
小
岩
、
｛
苗
｛
切
。
、

由
Ｏ
仁
山
甫
ｒ
・
苗
茄
骨
冊
苗

寸
畠
り
吉
Ｏ
．
１
岬
｝
圭
す
、

　
Ｆ
｛
話
抽
田
…
＾
柵
甜
苗

曲
も
固
ｊ
・
．
批
止
曲
咄
苗
い

町
帥
睡
曲
曲
・
拙
冊
一
咄
抑
嗣

カ
下
吉
肯
柚
馴
削
い
軸
」
寸

寸
一
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昭
和
三
十
年
度
の
西
桂
町
財
政
運
管
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
酋
．
「
桂
・
町

　
歳
入
歳
咄
予
算
は
大
体
の
．
に
依
る
適
加
更
正
等
の
描
置
る
。

圓
纒
で
．
あ
る
か
ら
蔵
入
面
に
．
を
楡
ず
る
場
合
が
お
る
が
悟
ン
昭
■
和
量
十
年
度
（
本
年
四

於
て
．
は
収
入
超
適
叉
は
不
足
に
搬
入
財
瀕
を
勘
案
し
て
・
収
舟
一
目
よ
ｏ
菜
隼
葺
月
皇
一
十
．

．
の
場
舎
が
あ
り
「
厳
出
面
に
支
の
．
ハ
ラ
・
ソ
ヌ
を
失
わ
ざ
る
＝
・
日
■
喧
・
で
一
■
ケ
年
間
〕
本
町

於
て
は
予
箆
残
と
予
算
超
遡
．
上
う
考
賦
ず
る
－
」
と
が
財
政
吻
歳
入
厳
出
予
算
は
左
紀
の

に
依
る
追
加
並
．
柾
突
発
む
項
．
運
営
・
上
重
婆
き
Ｌ
．
と
で
あ
．
通
り
で
あ
る
が
前
述
の
圃
点

　
　
　
　
　
咽
和
一
昌
十
隼
麿
箇
榿
町
讐
入
賞
凹
予
竈

出
　
　
榊
．
竃
．

を
基
推
に
此
の
予
算
を
回
鳳
．

と
↓
て
堅
笑
な
る
吋
財
政
の

逗
儘
に
遭
進
努
カ
し
．
て
い
．

る
｝
．
一
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．科

冒’

．予本

算隼

碩摩．

予前

算隼・

．額慶’’

入目
、
竈
一
、
ｏ
８

　
　
ｏ
、
冒
自

　
七
塞
、
＾
ｏ
ｏ

　
台
、
ｏ
ｏ
ｏ

「
曽
「
ｏ
♂

　
量
＾
、
他
ｏ
〇

　
一
昌
ｏ
」
８

’
、
ｏ
ｏ
ｏ
，
ｏ
ｏ
〇

　
一
夷
、
藷
ｏ

　
＝
＾
、
＾
蕎

一
＾
．
、
九
＾
蜆
、
嘗
曽

．
一
岬

＾
一
〇
、
ｏ
８

・
貢
■
到

喬
一
、
ｏ
ｏ
〇

　
　
一
一
〇

巳
震
パ
ｏ
〇

　
一
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

ハ
ｏ
ｏ
，
ｏ
＾
ｏ

巳
異
、
穴
竃

．
一
乗
、
会
ｏ

．
出
＾
、
九
蕎

欄
　
　
老

　
誌
一
、
蕎
ｏ
円

日
、
空
ｏ
、
蓋
ｏ

　
択
巳
皿
、
＾
ｏ
ｏ

　
歪
一
、
ｏ
ｏ
ｏ

坤
、
ｏ
霊
、
呈
蓄

　
＾
晃
、
曹
ｏ

　
元
ｏ
、
藺
ｏ
〇

一
、
〇
一
出
、
ｏ
宣
ｏ

　
巳
異
、
き
ｏ

　
差
、
舌
〇

　
一
雪
「
＾
ｇ

　
＝
］
一
一
、
ｏ
ｏ
ｏ

　
封
一
、
ｏ
ｏ
ｏ

宣
、
巽
巳
．
一
８

　
巳
ｏ
ｏ
，
ｏ
ｏ
〇

一
へ
目
蕎
、
豊
ｏ

　
童
一
泉
暮
円

．
口
、
至
へ
き
ｏ
．

一
、
旦
一
＾
、
昌
一

巳
、
＾
霞
」
昌

　
究
固
、
恥
ｏ
〇

　
三
＾
、
邑
Ｏ

　
丸
北
一
「
ハ
ｏ
ｏ

　
団
量
、
＾
ｏ
ｏ

　
屯
口
、
＾
ｏ
目

　
一
｛
目
、
一
き

　
一
藺
ｏ
、
｛
ｏ
〇

　
一
元
、
姿
ｏ

回
、
拭
屯
宙
、
九
＾
ｏ

　
巳
ｏ
ｏ
，
ｏ
ｏ
〇

一
、
回
一
元
、
北
血
ｏ

　
　
　
．
－
四

．
着
『
書
ｏ

　
誉
『
＾
８

宣
」
岩
目
、
ｏ
北
ｏ

＾
ｏ
、
豪
ｏ

＾
圭
、
…
昌

　
蓑
、
口
き

毛
、
＾
ｏ
ｏ

．
一
．
莞
、
盲
〇
一

　
自
、
出
ｏ
ｏ
．
．

一
克
、
毫
〇

　
一
＾
２
ｏ
ｏ

＾
＾
、
窒
ｏ

一
、
一
＝
巴
、
＾
屯
〇

一
、
雪
尻
、
窒
ｏ
．

　
前
隼
慢
に
・
此
較
し
て
約
三
．

五
Ｃ
方
円
の
増
額
で
あ
・
る
が

之
侃
夫
部
分
教
育
費
で
あ
一

る
。
昭
■
和
＝
十
七
、
■
八
、
九

の
…
ケ
隼
問
…
阻
道
…
胴
橋
梁
の

改
催
新
醐
肌
及
災
昏
耕
地
の
復

旧
導
土
水
む
業
を
王
眼
と
し

て
「
■
■
迦
営
し
た
の
で
、
．
小
沼

上
組
の
薪
設
希
璽
道
路
を
残

す
の
み
■
に
て
一
先
完
了
し
た
■

■
か
ら
、
．
本
年
度
は
本
町
伸
展

の
源
泉
庇
る
．
小
申
掌
極
の
教

育
面
に
重
点
を
置
き
昭
．
和
二

十
八
隼
度
に
中
学
鮫
の
屋
内

倣
Ｈ
蝸
＾
舶
珊
　
（
割
冊
僻
由
）
　
を
柚
刑
築
せ

し
恒
引
繍
い
．
て
小
学
校
｛
舎

■
■
（
＝
．
階
建
四
教
室
）
の
垢
築

を
な
し
り
、
・
あ
り
〔
鳳
盗
讐

三
、
曇
四
一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
〕
．

更
に
県
の
許
剛
を
得
た
上
で

一
申
学
校
の
特
別
校
舎
（
重
教

室
〕
を
新
築
す
る
予
定
て
あ

名
ｏ
．
　
　
　
．
　
」
・

　
国
に
特
肌
失
糞
対
策
裏

会
計
と
し
て
蟹
士
見
坦
ー
ヲ

．
ソ
ド
〃
耕
鵠
＾
工
む
を
継
棚
し
て

い
る
ｏ
本
年
慶
の
蔵
入
歳
田

■
予
算
恒
次
．
の
通
り
で
あ
る
ｏ

．
厳

．
．
科
．
．

本
年
度

予
算
額

前
年
度
」

予
・
算
．
額
．

干
鰯
・
・

　
合
．

．
庫
　
支

　
．
．
入

土｛１

、
蛤
．
嚢
義
旦
圭
、
、
唱
、
。
円

計
＝
桑
３
８
・
；
い
羅
い
舘
ｏ
ｏ
・
一

」
撤
ド

濱
＾
」
自
竈

旨
三
、
＾
＾
ｏ

．
＾
杢
、
昌
ｏ

止
備
　
　
考

一
洲
鯨
鍾

・
．
出
．
・

△　、　、
口

　予失

納

」
芋
「
灸
『
§
円
二
す
ｏ
見
・
〃
蕎

計
｝
丁
・
饒
義
丁
姦
一
誰
．
．

＾
一
一
、
’
ｏ
ｏ
呵
・
．

鉦
い
義
一
．
一
．

ｌｌ
■■１

■
ク
ラ
．
ゾ
下
工
事
は
大
体
本

隼
度
に
て
終
．
了
の
予
定
で
あ
．

．
る
の
で
完
成
の
上
は
岳
麓
．
は

．
勿
論
県
下
宥
数
の
大
グ
・
ウ
ソ
■

ド
と
か
か
青
少
壮
年
属
を
通
．

し
体
■
育
向
上
に
基
ず
く
本
町
■

の
伸
展
は
目
覚
貴
し
い
砧
の

で
あ
み
う
ど
．
今
か
ら
朗
ー
る
い

期
待
を
し
て
い
る
。
．
．

援
遺
侶
…
．
政
に
ｏ
．
い
７
１

．
撞
．
磁
」
．
係
．
．

一
、
本
町
．
に
於
け
を
生
。
活
保

．
・
護
法
に
Ｊ
ｏ
・
で
淡
助
を
受
．

　
け
て
い
る
状
況
を
左
嗣
似

．
．
通
ｊ
お
知
ら
ぜ
致
．
レ
ま

．
．
す
ｐ

　
昭
和
…
・
十
年
六
月
一
・
目
現

一
在

．
．
保
竈
推
備
．
＝
九
世
帯
．
一
．

　
保
邊
人
員
　
．
七
四
名
。

　
保
護
金
獺
　
一
ケ
片
平
均

　
二
＝
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
．
．

　
坐
活
扶
助

　
　
　
　
五
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

　
住
皓
扶
助

　
　
　
　
　
．
一
．
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

　
教
育
扶
勘

　
　
■
．
一
　
三
、
二
〇
〇
円

・
・
医
漉
扶
助
．

　
　
　
　
八
０
，
Ｏ
０
０
円

　
仁
れ
は
」
何
れ
も
国
よ
Ｏ

　
・
の
支
出
金
に
よ
ｏ
支
船
さ

　
れ
．
て
お
ｏ
｛
す
。

　
右
の
よ
う
杜
保
竈
の
油
＾
定

　
．
擬
関
は
町
村
に
あ
Ｏ
ま
Ｌ

　
．
た
が
、
・
昭
和
＝
十
七
年
よ

．
■
寸
保
む
の
決
定
冊
県
へ
移

　
管
さ
れ
、
現
在
で
は
申
請

　
が
あ
．
ｏ
た
娚
合
停
・
禰
祉

■
事
務
所
の
ケ
ー
＾
ワ
ー
カ

　
ー
に
よ
り
笑
情
調
査
の
上

　
決
定
さ
れ
て
お
．
ｏ
ま
す
。
■

＝
、
児
童
福
祉
に
つ
い
て

　
蛸
歯
福
祉
法
第
皇
十
九
条

　
に
｝
－
．
ｏ
て
…
眼
酬
岨
さ
れ
て
い

　
る
不
．
二
保
胃
園
阻
、
甥
在

　
収
容
定
員
一
０
０
名
が
認

　
可
．
さ
れ
て
お
・
り
ま
す
。

　
元
よ
ｏ
保
青
園
は
、
幼
稚

　
園
と
は
全
然
性
賀
が
異
る

　
施
設
で
島
ｏ
．
て
、
家
庭
に

　
に
於
て
保
育
に
・
欠
げ
る
児

　
童
を
蚊
容
し
保
育
す
る
一
」

　
と
が
目
的
で
ち
ｏ
』
．
小
学

」
校
入
掌
の
準
備
教
育
の
為

　
匡
入
園
さ
せ
る
．
の
池
は
あ
■

　
．
り
ま
せ
ん
画
．
・

　
不
＝
保
育
園
の
兜
童
一
■
人

　
当
ｏ
の
知
事
の
囲
…
可
七
．
て

　
い
る
隈
度
獺
は
一
■
ケ
月
事

　
務
蜜
四
■
五
〇
円
、
絡
食
費

二
臼
九
円
六
六
銭
で
す
向

　
こ
の
金
額
に
よ
Ｏ
保
育
園

　
で
は
、
　
…
州
目
民
．
に
捕
…
冊
＾
費
鯖
．

　
求
竈
が
提
出
｛
れ
老
の
で
．
．

　
す
。・
従
ウ
て
、
町
長
が
描
置
し

　
た
児
遺
に
対
し
て
は
、
英

　
．
の
家
睦
＾
に
つ
い
て
負
担
蜻
…

　
を
翻
定
Ｌ
た
・
上
、
　
一
サ
丹

　
毎
．
に
令
讐
を
発
行
し
．
納
入

　
ざ
れ
て
お
ｏ
古
す
』
一
一
．
部
．

　
本
人
貧
楓
の
家
庭
に
対
し

　
で
憤
．
描
概
費
と
し
て
国

　
庫
で
八
割
、
県
町
■
で
一
割

咄
し
て
固
へ
支
払
わ
れ
で

　
お
ｏ
ま
す
。

■
昭
和
＝
十
九
年
．
慶
■
に
お
意

　
措
置
費
と
し
て
、
笈
払
ｏ
．
■

・
た
精
算
繕
果
阻
左
記
の
通
．

　
○
で
．
す
。

．
笑
．
支
出
額

　
　
　
七
七
二
、
．
四
＝
一
円

　
係
藪
者
負
掴
徴
収
煩
．
．

　
　
．
・
四
■
。
八
曇
、
豊
・
犬
．
…
円

　
．
国
庫
負
楓
頼
　
．
．

　
　
　
一
＝
■
．
一
四
、
六
＝
巳
円

　
県
讐
負
担
頼
．

　
　
　
■
二
八
■
、
■
〇
七
七
円

」
．
町
費
負
担
欄

　
　
　
．
一
．
一
八
、
．
〇
七
七
円

言
、
軍
人
恩
給
胆
つ
い
て
．

■
昭
和
二
十
八
隼
十
月
．
一
．
目
．

　
よ
匝
恩
給
法
一
部
改
正
．
に

　
よ
ｏ
、
．
迫
族
隼
金
が
公
務

　
扶
助
．
料
に
切
蓄
ら
れ
、
既
．

　
に
．
殆
ん
ど
が
裁
定
偉
た
，

．
て
い
石
こ
と
Ｌ
思
わ
机
ま

す
が
、
未
だ
裁
定
通
知
■

　
を
役
場
へ
搬
を
と
ら
た
い

」
方
が
大
部
分
あ
る
よ
う
で

．
す
。

　
至
急
年
銑
髄
審
と
一
縮
に

　
役
場
へ
捉
削
．
し
・
て
下
さ

　
い
。

苗
代
の
禰
虫
容
・

　
　
　
防
除
だ
よ
リ
．

働
　
業

係
．

．
甫
代
の
胃
生
、
順
調
に
遮

み
、
固
摘
も
鍛
作
を
除
き
ほ

・
廿
完
了
し
つ
』
あ
る
様
に
思

い
ま
す
。
・

　
町
の
今
年
度
の
病
衷
箇
防

除
対
策
榊
、
■
昨
隼
慶
近
隼
に

な
い
犬
発
生
を
見
た
繍
藁
枯

病
〔
か
ぶ
た
〕
を
重
点
に
お
．

き
、
－
」
れ
と
同
時
に
稲
熱
病

を
も
考
え
、
Ｂ
Ｈ
０
一
％
及

ぴ
セ
レ
サ
ソ
元
粉
を
半
傾
交

付
し
、
共
瀦
組
合
彼
員
及
ぴ

各
山
授
葉
廟
…
係
者
仁
於
い
て
防

除
が
施
行
さ
れ
素
し
た
。
Ｌ

が
し
充
分
た
補
助
も
拙
来
た

．
い
た
め
今
後
は
各
戸
侭
於
い
■

て
引
繍
ぎ
防
除
の
励
行
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
皿

．
　
撒
朝
剛
に
つ
い
て
は
珊
帥
就
冊
此
＾

済
組
合
役
貫
に
御
棉
識
及
御

譜
文
下
さ
い
。
．
．

綱
税
貯
蓄
組
合
長
会
議
開
催
・
．
挽

　
　
　
　
　
優
一
艮
．
．

　
昭
和
ヨ
十
年
…
月
；
十
貝
・

昭
和
」
．
一
十
九
年
度
第
二
圃
納

税
貯
蓄
組
合
長
会
酸
が
申
学
■

校
識
帯
蜆
に
於
て
開
…
帽
さ
れ

た
ｏ
町
長
よ
り
納
税
組
合
に

対
す
■
る
姻
和
＝
十
丸
牢
痩
納

．
刊
伽
の
優
秀
成
…
固
恒
戚
…
謝
の
．
冒
一

葉
あ
り
、
合
せ
て
組
合
の
重
．

要
控
∴
組
合
の
…
十
隼
度
の

成
果
を
要
整
さ
れ
た
繍
い
て

虹
良
納
税
組
合
及
設
土
功
労

着
と
Ｌ
て
左
記
の
組
合
及
功
■

労
者
が
簑
膨
さ
れ
、
係
よ
■
功

税
務
一
般
繕
間
題
邊
付
き
説

胴
ｒ
あ
り
、
　
一
般
贋
疑
応
艘
－
の

眉
閉
会
し
た
。
■

（
．
三
ヶ
年
繕
■
緬
）
．
■
納
税
貯
蓄
組
合
嚢
一
彰
さ
る

縄
△
９
白
仙
彰
ハ
一
ニ
ケ
隼
…
欄
嫡
胴
）

西
倉
納
税
貯
蓄
組
・
合
．
一
武
藤
弘
外
ニ
ハ
名

．
寿
納
税
貯
蓄
組
舎
．
奔
薩
實
外
二
一
名

皿
・
荊
…
納
硝
ｗ
苗
川
董
肥
ム
回
．

　
　
　
　
　
　
　
松
川
棚
皇
外
一
五
名

．
量
和
納
税
貯
書
組
合

　
　
　
　
　
　
　
焔
…
圃
…
杳
＝
昌
外
一
」
二
名
．

■
河
原
納
税
．
貯
書
組
．
合
　
郷
固
藩
外
＝
一
各

小
沼
灘
便
局
納
税
壁
晋
組
．
合
」
■

　
　
　
　
　
　
．
■
欄
守
軸
之
助
外
一
量
名
・

麓
朕
■
杜
員
納
税
貯
密
組
合

　
　
　
　
　
　
　
細
固
薯
沿
外
＝
・
Ｏ
各

浴
．

．
．
般
立
功
労
．
者

．
倉
見
郡
落

揃
囲
部
．
藩

．
本
町
部
落

■
．
小
沼
上
部
落

下
幕
地
都
藩

古
屋
部
落

新
屋
部
落

・
裁

、

』
　
．’

下

．
係

玉貞
蟻
．久．

博

作
．之

■
；
１
；
・
…
・
；
１
，
ｉ
；
１
；
・
＝
１
；
１
＝
１
．
；
１
■
ｉ
！
１
■
ｉ
；
１
，
・
１
；
１
－
１
；
１
＝
１
：
１
；
１
：
１
：
１
与
１
■
■
１
：
１
；
１
、
｝
■
ｉ
；
１
…
■
；
■
；
．
；
・
■
：
■
１
；
■
、
：
，
！
■
■

町
挽
＾
付
一
－

　
　
【
す
る
お
胴
い

．
町
税
納
付
に
対
し
■
て
は
既

．
に
各
位
古
御
双
知
の
事
セ
屈
岬

い
ま
中
＾
か
町
で
．
ほ
＾
洲
税
酔
…
蓄

組
合
に
よ
る
納
付
に
ょ
．
ｏ
て

納
珊
伽
を
お
刷
…
い
し
て
国
伯
ｏ
ま

十
・
が
各
位
の
御
理
・
螂
あ
る
協
…

カ
倶
よ
っ
て
・
・
納
税
組
合
も
■

八
十
％
設
立
ざ
れ
納
税
も
藏

．
月
成
果
を
挙
げ
て
参
り
ま
し

た
事
に
感
謝
致
し
盲
す
。
簡

現
下
の
繍
潜
探
に
あ
．
っ
て
、

非
嚇
に
困
難
を
き
お
め
る
廓

と
想
い
圭
す
が
棚
行
政
の
原
．

醐
カ
た
る
納
税
の
重
要
憧
を

再
認
識
下
さ
れ
俺
一
層
の
．
御

努
カ
を
お
願
い
す
る
も
の
て

あ
り
青
す
。
特
に
、
町
税
務

行
政
め
方
針
と
Ｌ
■
て
昭
和
三

十
年
度
目
標
を
滞
納
税
金
の
一

整
醒
に
決
定
し
盲
し
た
、
（
町

当
初
予
算
に
も
添
さ
れ
ま
Ｌ

■
た
様
に
魏
年
度
町
称
賦
鯉
は

渥
減
さ
れ
硲
納
税
金
を
以
て

．
■
昭
和
＝
十
九
年
慶
町
税
（
総
額
一

（
税
　
冒

　
　
　
ノ
ｏ

　
　
・
口
．
」

町
民
税
．
“

　
　
　
Ｏ

　
　
．
　
２

紬ク．萩’ １’
聖

才
入
に
当
て
て
居
か
ま
す
〕

滞
納
税
金
の
整
理
に
は
再
…

織
会
お
る
親
度
お
願
い
申
上

げ
て
層
．
ｏ
ま
す
が
、
納
税
組

含
員
に
あ
ｏ
て
は
如
冊
合
を
届
川

Ｌ
て
分
割
納
付
を
笑
施
し
て

奴
き
組
合
未
加
入
者
の
皆
熾

に
は
徴
税
係
員
が
頂
別
に
徴
■
■

“
棚
を
＾
付
ウ
て
居
り
ま
■
す
の
で

骸
当
者
各
位
に
は
早
速
納
付

御
計
両
の
上
醐
…
納
税
金
一
倒
…

に
裕
別
の
御
努
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
旦
筒
滞
納
税
金
の
．

納
付
が
遅
延
し
ま
す
と
額
の

多
少
に
拘
ら
ず
隼
。
度
の
古
い

税
金
か
ら
順
次
町
税
条
例
に

上
る
強
制
鍍
理
を
奥
施
致
し

ま
す
の
で
」
町
行
政
財
政
を

諒
せ
ら
机
一
目
も
早
ぐ
滞
納

税
傘
の
．
整
麗
を
お
願
い
致
し

玄
す
』
　
「
比
す
き
繍
心
掛
と
■

で
税
納
め
」
．
「
口
｛
の
十
円

明
■
目
の
完
甘
細
」

　
　
　
　
　
一
九
九
万
円
）
．

垣
章
消
■
貌
と
ば
？

．
腰
草
消
費
税
は
昭
和
二
十

九
年
託
月
の
■
地
方
税
湛
．
の
改

正
に
よ
ｏ
て
“
洲
ら
．
た
に
静
…
げ

ら
れ
、
軸
内
の
鯉
寛
小
売
眉

の
仕
入
れ
た
鯉
葦
に
付
、
そ

の
小
死
価
格
の
百
十
五
分
の

十
の
瀕
が
納
税
義
務
者
で
お

る
専
売
公
社
か
ら
町
へ
税

金
と
し
て
串
皆
納
付
さ
れ
る

も
の
を
云
い
吉
す
ｏ
．
歩
考
皿
逼

に
昨
隼
度
の
■
公
杜
か
・
ら
町
■
へ

納
付
さ
れ
た
煙
草
消
費
税
は

如
何
税
か
と
申
上
げ
青
す
と

百
■
二
十
万
円
で
す
。
な
ん
と

町
税
収
入
の
十
分
の
一
の
観

に
た
り
吉
し
た
甘
皆
様
方
が

町
内
の
小
売
脂
て
買
サ
た
ピ

ー
ス
’
、
　
ヒ
カ
，
、
　
シ
ソ
ｔ
，
イ

パ
ツ
ト
、
キ
ザ
…
に
つ
い
て

シ
ソ
セ
イ
の
場
合
］
個
に
つ

ぎ
皇
円
四
・
十
八
銭
の
税
盆
が

町
の
収
入
に
な
り
ま
し
た
ｏ

（
負
租
者
別
〕
■

町
の
人
遠
が
皆
町
内
の
鰯
草

小
売
店
か
ら
鰹
算
を
買
ｏ
て

鯉
章
消
讐
税
が
増
頼
と
な
り

古
■
す
と
皆
－
撒
方
の
負
担
．
山
，
る

町
税
．
（
町
民
税
勧
定
資
産
■
税

）
が
減
獺
さ
れ
る
蕗
が
碧
え
．

ら
れ
吉
す
。
而
Ｌ
て
町
の
他

で
鍵
草
を
買
．
ｏ
た
ら
ど
う
で

し
よ
サ
。
皆
様
が
買
，
た
市

や
町
村
の
収
入
と
た
ｏ
て
英

の
市
や
町
村
が
犬
葛
ぴ
一
し
ま

餌
錐
篇
要
の
堰
」

　
よ
そ
え
出
掛
げ
る
時
は
町

の
煙
葦
屋
さ
ん
で
買
ｏ
て
咄

掛
け
ま
し
上
う
。

たぼこ
の種類・

ビＦヌ
ヒ　カ　ロ

シソｔイ
バ　ソ　ト

…　ノ　ロ

キキ ーウ

町の収入と注
る煙草消費税

珊９１銭
２円６０銭

３円繊
２棚
ヨ円則蟻
５円２１蝿

麟
麟
駿

ヌ
ロ
イ
ト
ロ
ウ

一
．
カ
ｔ
ソ
ノ
日

　
　
ソ
　
　
　
キ

ピ
　
ヒ
　
シ
バ
呈
－
キ

．
個
　
人

分

５０．協

固
定
資
藤
税

税
■
税
税
税
・

■
自
犬
入
木

言

％
．
．
■
一
・
．

莇

．
、
ぷ
ノ
〔難〕鰭瑚



昭和３０角皇７月１Ｉ…１
報
、

公
・
．

町
「

棲
．
、号

一

２
　
．
一

第
．
一

）
　
・

（
　
一

　
．
気
温
の
．
上
昇
と
央
に
、
」
そ

．
ろ
、
そ
み
と
頭
を
上
げ
て
来
る

．
似
、
…
か
、
ポ
義
捌
、
　
疫
山
冊
…
、
．
企
中
一

．
竈
、
．
同
山
＾
螂
炎
等
．
の
恐
ろ
し
・

．
い
伝
簗
病
で
す
．
．

∴
・
昨
年
は
、
、
・
西
獲
町
に
・
八
名

．
．
の
伝
染
病
息
者
が
発
生
．
七
て

・
．
侶
．
喜
す
そ
、
・
套
・
鷹
．

一
．
五
Ｋ
今
か
ら
．
予
防
．
花
甥
池
、
一
．

伸
に
．
孝
．
｛
雀
虜
ち
．
の

一
哨
母
喜
Ｌ
．
は
．
歪
雷
頂
・

．
痩
潔
皇
手
さ
雀
等
ｊ
．

一
、
｛
レ
上
．
５
｝
．

枇
・
Ｌ
肌
欝
・
の
伝
染
’
柄
か
ち
守
名
」

一
、
に
．
喫
．
．
．
．
．
．

．
ｒ
食
前
七
洲
咄
曲
．
．
ら
噌
庇

．
．
時
僚
必
ず
苧
を
洗
い
玄
し

一
．
．
・
＾
・
う
ｏ
．

２
坐
も
の
に
註
意
し
＾
食
・
ぺ

楡
生
僚
よ
５
」

．
蕃
、
・
．
．
以
み
す
ぎ
．
を
止
め

．
童
し
上
う
。

．
３
」
ゼ
み
捨
場
、
．
但
所
五
き
れ

．
岩
老
二
．
セ
退
袷
小

　
．
た
．
し
ま
し
上
う
ｏ
．

．
衙
疫
痢
に
り
い
て
お
．
母
棲
に
．

ど
注
憲
庇
、

一
、
　
グ
リ
水
臥
し
ｔ
急
に
一
元

．
一
．
気
が
な
ぐ
な
ｏ
・
一
．

．
一
六
・
顯
が
畠
十
九
．
度
か
ち
囚
・
．

一
∴
．
・
千
農
．
に
上
、
口
．
．
北
時

昌
一
、
屯
吐
が
．
心
た
」
レ
、
お
胆

　
が
痕
ん
淀
ｏ
．

四
、
上
．
“
．
ヅ
ケ
．
た
り
気
が
逮

パ
．
く
な
ｏ
・
た
．
ｏ
す
る
．
時

上
九
専
¢
白
仙
状
の
あ
ム
・
わ
れ

．
た
．
時
は
・
、
早
急
に
－
匿
即
・
の
診

．
断
を
受
げ
置
切
な
泊
漬
を
行

い
ま
し
＾
う
。

十÷ 十・十÷

・
儂
繁
・
委
員
会
ふ
・
刈
、
・
一

十
．
十
．
十
十
．
・
十
．
十
十
．
十
十
．
十
十
÷
．
享
十

・
「
．
．
農
讐
委
＾
用
一
．
間
山
山
伽
’
．
・
帥
…

氏
病
気
搬
養
中
．
の
と
仁
ろ
．
藁

眉
効
な
く
昭
和
皇
十
隼
五
月

皇
直
死
去
せ
ら
る
。
・
」
祓
に
鴛

池
…
に
垣
え
」
ま
せ
ん
』
滋
ん
．
で

．
駕
暑
裏
．
隻
す
。
∴

　
一
泌
家
の
皆
一
様
い
よ
プ
、
農

．
な
期
．
に
．
凧
入
ｊ
青
し
て
さ
ゼ
．

∴
蜘
・
い
七
が
レ
い
ヒ
と
Ｌ
思
い
．
」

一
．
雇
亥
．

∴
．
．
．
棚
雨
が
上
ｏ
ま
す
と
国
畑

へ
蜜
ｏ
が
嚢
生
守
る
季
節

一
・
比
潅
．
ｏ
．
ま
す
１
今
隼
む
老
充

十十“十十

分
注
憲
し
て
梢
窟
姦
多
く

実
加
し
、
病
虫
昏
・
の
防
除
に

．
方
全
在
期
せ
ら
九
オ
す
よ
５

・
ｏ
佃
蛆
呂
い
た
｛
，
と
－
し
．
り
で
凸
伽
り

．
ま
す
。
．

０
８－
、
■
小
作
料
決
定
譲
嗣
査

．
．
．
の
呉
伽

個
和
・
｛
十
庫
．
…
月
１
よ
Ｏ
∴
．

　
　
　
　
　
　
　
口

止
町
．
．
養
讐
．
委
、
畠
ヨ
．
．

．
・
．
．
畑
．
．
昌
昌
曇
．
　
屯
口
、
＾
皇
苫
．

．
針
．
．
戻
肇
・
一
蔓
、
＾
臭
一

’
、
£
地
の
．
移
動
．
．
（
四
月
「

．
．
孟
．
且
〕
・
一
．
．

　
　
　
　
　
・
．
．
　
一
・
　
．
．
匝
　
　
．

　
耐
［
．
．
一
凹
件
．
」
　
・
一
一
匂
一
＾
．
、
．
．

．
畑
．
．
七
件
．
．
．
．
．
昌
、
喜
冗
．

．
’
｛
．
・
是
地
．
の
口
川
腕
恒
仙
仲
ケ
移

．
．
醐

　
　
　
　
　
　
　
．
回

・
．
・
国
　
一
件
．
．
．
・
．
．
、
．
＝
弗

邊
■
■
現
．
一
．
．
．
、
．
　
．

一
・
．
、
な
恥
決
に
よ
る
小
作
喫
．

■
■
・
約
．
の
清
了
期
月
侃
今
年
十

　
月
．
雪
十
一
．
回
」
で
・
あ
．
ｏ
吉

．
■
■
．
す
。
■
小
伯
…
堵
喧
帥
十
堅
の
■
了

　
解
を
佃
＾
て
日
据
珊
…
皿
｛
米
る
上
■

．
毒
欄
を
し
て
置
い
て
下

．
ざ
い
、
．

」
、
一
小
作
皿
珊
．
は
櫛
…
司
虹
ぺ
取
・

．
」
ｏ
上
ｗ
た
甘
返
・
遺
」
↓
た
吹
．

．
・
．
亨
み
ｔ
ど
ほ
肚
．
来
ま
せ
・
ん

　
、
一
小
．
作
料
は
毎
年
十
＝
月

．
．
．
未
回
喧
．
で
．
．
に
、
棉
対
倶
．
よ

．
ｏ
指
う
払
い
の
．
契
約
な
れ

　
ぱ
「
．
無
談
に
て
た
ム
え
価

圓
で
も
柾
吊
冊
ヰ
・
る
の
は
伺

・
蟻
に
反
Ｌ
た
仔
為
と
云
５
．

・
七
ど
に
注
ｏ
言
す
。

」
、
．
．
£
皿
珊
．
に
つ
．
い
て
．
は
養

・
塞
＾
員
会
の
・
採
偲
な
／
、
膿
・

・
一
皇
’
に
貸
偲
岨
は
凹
累
盲
せ
ん
．

一
、
、
．
＾
冊
竈
潰
に
．
よ
．
ｏ
て
嚢
．

．
し
を
受
け
た
£
地
は
ｐ
知
．

　
暫
の
曲
…
可
」
が
注
ぐ
．
て
は
，
、

．
．
貸
借
は
出
来
ま
せ
．
々

岩
↓
省
の
こ
・
と
侭
違
反
す
る
・

と
節
せ
ら
れ
｛
す
故
御
注
意

．
を
願
い
ま
す
ｏ
・
．
．

・
．
．
淋
．
地
下
刈
但
つ
．
い
．
で
．
の
希
竈
．

　
　
　
　
　
　
　
　
璽
蟷
町
荻
赫
組
合
長

　
．
．
・
．
、
．
．
．
．
．
．
．
；
一
．
曲
、
囲
．
畢

．
．
．
戦
烏
中
木
赫
．
の
供
…
四
及
峨

後
に
於
．
け
る
木
材
価
靹
．
の
個
一

上
町
に
て
」
、
伐
採
令
級
（
現
■

崔
嫉
林
法
で
定
め
ら
れ
た
適

．
閉
伐
採
冷
扱
侃
槍
四
十
五
奉

■
生
、
．
杉
四
十
隼
生
、
，
赤
楓
誉
．

十
五
隼
生
）
に
逮
せ
．
泳
い
幼
．

令
燃
も
皆
伐
さ
机
、
一
時
郡

下
で
心
民
有
汰
の
人
工
遣
林

地
と
Ｌ
て
煤
屈
指
で
あ
ｏ

た
｛
■
此
の
町
ゆ
■
山
林
も
殆
ん

ど
伐
ｏ
つ
く
さ
れ
．
て
．
、
私
共

嚇
薫
を
蟻
竈
す
る
．
者
吻
圓
よ

○
見
た
抹
地
似
状
態
は
無
立

繍
鰺
糾
濠
脈
．

　
　
．
　
‘
　
　
．

．
ま
せ
．
ん
叩
Ｌ
た
ポ
．
一
倶
は
苗

工
＾
の
無
墓
什
川
を
し
．
で
造
林

意
欲
…
荏
そ
－
ｏ
－
方
敗
軸
の

人
心
芯
娑
足
し
て
、
遭
林
恩

想
．
の
昂
上
さ
犯
．
名
よ
．
サ
髪

ｏ
「
．
本
町
．
で
忌
隼
に
百
町
歩
．

一
．
信
入
．
堰
仙
旧
．
分
い
て
．
の
お
知
ち
せ
・
．

．
．
．
茨
堰
出
忙
．
り
．
い
．
て
．
停
．
Ｈ

．
愉
化
、
個
臓
致
心
仇
通
万
．
で
－
．

．
吟
唄
公
靱
て
串
上
て
る
盲
で
一

め
．
旦
と
古
な
．
い
と
屈
い
ま
す

．
が
一
二
篭
屡
号
．
沓

．
方
が
公
ぺ
み
・
小
．
ま
・
す
〇
一
例
え
一
・

・
．
悩
旭
拙
偲
朋
姥
芯
ム
灯
に
・
来
グ

・
配
　
　
．
総
．
　
係

た
入
が
帳
…
回
先
を
全
然
知
ら

．
北
い
者
、
一
．
．
叉
采
籔
通
帳
を
持

｝
．
ｔ
来
注
い
人
、
一
手
数
料
を
．

指
」
ｏ
ｔ
莱
珪
い
人
尊
籔
多
．
い

の
．
で
す
ｏ
．

、
エ
ム
蚤
帳
入
転
皿
凹
目
耐
四
の
冴
．

合
帳
、
凄
一
届
呈
．
せ
．
な

　
　
．
．
．
・
．
一
．
Ｌ
　
．
．
。
．
．
．
．
．
－
．

」
守
ｏ
下
さ
い
。
．
・
．

一
」
、
米
籔
通
帳
捕
参
の
こ
ど

．
＝
、
．
奄
洩
．
需
毫
畜

　
．
個
↓
次
紙
片
捕
参
」

量
、
．
手
籔
淵
（
…
Ｏ
町
〕
持

一
．
参
の
こ
と

四
・
印
蟷
掃
む
の
こ
と
．
■

」
雫
．
．
泣
各
ぺ
く
本
入
．
が
来
ら

、
．
．
．
れ
．
る
・
ヒ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
讐
、
、

嘘
く
憶
林
を
遠
行
寸
る
状
悠

と
な
．
ｏ
た
仁
と
帖
賊
陪
喜
．
ぽ
．

↓
い
．
次
第
で
．
あ
旬
ま
す
。
・
．

　
造
林
成
籔
は
遺
地
遭
木
の

楠
栽
．
こ
そ
最
も
腓
要
の
こ
と

で
あ
ｏ
言
ず
が
、
こ
れ
に
次

い
で
適
期
の
下
刈
纂
符
が
叉

蹄
要
で
あ
ｏ
吉
す
。

　
此
の
町
の
山
林
所
有
者
の

下
刈
喧
憩
ｏ
て
七
月
申
臭
行

す
る
人
が
多
く
て
、
他
町
村

の
抹
負
目
係
着
は
下
刈
の
状

況
を
見
て
羨
塾
し
つ
Ｌ
あ
．
る

の
．
で
す
が
耐
に
八
月
以
像
に

祭
一
．
国
の
下
刈
を
笑
施
す
る

人
も
ら
り
｛
す
が
、
、
赤
公
、

姦
鐵
昼
の
如
く
、
蝪
光
を
欲

す
る
閉
木
は
遷
れ
て
下
刈
を

す
九
墜
葦
に
吸
肌
れ
、
殆

ん
ど
倍
れ
て
折
角
吻
遣
林
．
も

た
｝
．
湿
口
を
加
け
る
の
．
み
で

劾
果
が
ら
ｏ
ま
．
せ
ん
ｏ
．
叉
杉

杓
の
植
栽
馳
を
遭
れ
て
吟
期

す
雑
章
を
取
百
除
く
た
め
早

月
降
口
＝
で
帖
な
い
．
限
』
賛

Ｋ
て
楠
栽
木
傲
殆
ん
■
ゼ
姑
死

す
る
緒
巣
を
生
じ
ま
す
甘

　
下
刈
胆
風
想
と
Ｌ
て

　
．
■
六
月
上
旬
　
一
回

　
．
．
七
月
中
句
　
一
回
．

．
娃
・
一
冨
凹
萸
帖
皿
さ
山
仙
．
る
－
Ｌ
士

を
お
．
舳
あ
し
た
い
の
で
す
が
．

六
｝
は
．
凹
掘
．
期
で
嫡
の
．
苧
芯

山
個
ｏ
た
い
幅
ど
の
公
家
．
の
こ
一

と
■
で
す
か
ら
何
ん
と
か
仕
む

を
漫
軌
姻
Ｌ
・
て
七
片
宕
鐙
．

に
．
下
刈
隻
ヲ
ヂ
谷
よ
．
ケ
に

頭
い
復
い
ム
・
〃
市
・
傷
ガ
．
け

甘
」
。
．
．
・
…
　
　
．
．
．
一
一
・
．
一
一
一
デ
　
・
．
．
・

．
奉
郷
篭
遥
秣
者
刃

皆
＾
倣
’
力
に
蜜
杯
組
ム
何
協
談
会

よ
ｏ
適
期
に
下
刈
省
遂
行
す

る
・
よ
五
．
「
凧
が
盲
｝
嚇
烹
い
．

ｏ
｛
す
箏
、
今
．
卑
淋
瑛
切
－
。
「

胆
“
伽
き
」
．
・
匡
香
揖
■
桃
あ
カ
玄
・

．
す
。
．
．
悦
名
人
書
伽
．
木
下
刈
．

を
圭
石
元
雀
嚇
個
冶
．

．
に
壷
が
き
Ｌ
を
曇
７
て

　
　
　
　
　
　
　
．
↓
・
・
」

帽
げ
」
る
．
こ
と
正
－
佐
唱
．
偲
カ

オ
ナ
一
．
然
赫
組
合
麿
似
仙
・

を
洲
査
し
て
、
■
．
比
．
凡
中
に
．
下

鷹
亨
芸
君
一
「
善
．

き
」
．
を
取
Ｏ
ま
｛
．
曲
で
地
方
．

霧
所
内
森
林
組
合
傍
艘
会

．
に
送
付
し
｛
．
亥
一
．
・
∴
．
∴

．
・
．
協
畿
会
は
軸
せ
ん
直
よ
．
ｏ

て
・
、
．
当
せ
ん
宕
．
に
は
薄
」
謝
を

．
目
盟
“
，
｝
ｏ
趾
肌
蘭
【
に
な
ｏ
．
’
１
目
屈
ｏ
．

ま
す
。
．
．
．
　
．
・
．
．
．
Ｌ
．

ど
募
皆
＾
倣
萩
＾
帆
の
踊
筥

は
已
れ
の
た
め
．
の
み
な
ら
ず

国
家
的
に
も
重
大
壮
役
割
を
．

為
づ
エ
て
囲
…
ｏ
ま
ヰ
五
風
此
の
畷

適
期
の
手
入
を
嚇
行
せ
ち
れ

戒
蟹
似
良
・
い
山
を
作
ら
れ
ま

す
よ
サ
希
塾
い
た
す
次
第
で

あ
ｏ
雀
．
す
。
．
一
∴
．

　
　
　
　
　
　
　
．
．
．
Ｌ
　
。

潤
．
・
防

・
画
雀
町
滑
防
国
役
〔
．

．
．
消
防
長

・
団
　
．
畏

　
．
　
　
－

．
副
団
長

　
全
　
願
．
．
間

．
消
防
襲
艮

＝一守す
、、 ｏよ

薔餌差
宕通い睨
葦ポ累
モ’参．

旨の
一・．
こ．・

萬’

ど

．ｏ想人意末 ’まも木！
干． の、’心慾の． せ・不地’ｊ

．奄鎗書簑争饒＝１

　・も・牝しｏ付た ・念冬 ｛
　隼 一るて・一を’ 墾・ オ；く章
　によ 、方し・ ’して 正
　’ 百・ ら． 遭． 敗． で’’・県て’い｝

童雛鰐蒙雛奮１

鰯灘灘鱗
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まん限く作しれんるのはて蝪、箏
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。綴雛暮鵜毫鵯繍冬…

会１１
　消願全 ．副二団消
’’ 防、’．

団． 防
襲
艮’間　長畏 」長

　
　
　
団
長
・
．
薪
凪
鴉
．
．
歓
．

　
町
澗
防
固
役
負
．
の
政
選
に
．

当
一
』
一
図
・
ら
ず
．
一
も
一
小
．
．
ｗ
月
血
私
．

が
＾
　
醐
里
＾
に
山
肌
』
怯
い
た
テ
こ
一

と
差
・
０
３
．
迄
パ
．
届
篶

■
見
カ
■
洪
に
竜
ル
て
折
角
の
■

御
期
待
．
暴
名
．
ぶ
．
一
異

Ｌ
オ
Ｌ
た
。

　
戦
時
枠
の
愛
園
燭
人
会
や
．

露
防
嫡
人
幽
の
よ
５
に
上
か

ら
・
の
御
さ
し
づ
や
命
ム
…
で
動

く
で
な
く
自
分
達
で
会
と
し

て
の
勘
き
の
方
向
や
ど
ｊ
云
■

，
コ
ー
」
セ
を
↓
弁
圧
ｕ
Ｌ
肌
一
胆
な
ち

た
い
．
か
を
考
え
て
や
ｏ
で
参
．
．

＾
ｏ
止
岨
＾
”
れ
．
岬
…
た
ｏ
ま
せ
．
ん
ｏ
・
－

．
今
目
の
粒
会
は
鰯
人
倶
寛
．
．

・
い
使
命
を
期
待
い
た
し
で
麿

○
雀
す
。
町
の
婦
人
会
も
皆
．

・
様
方
の
御
支
擾
と
御
緬
カ
と
．

」
．
障
よ
ｏ
サ
し
て
、
よ
り
良
き
．

家
嗜
を
、
．
．
よ
ｏ
よ
ぎ
社
会
を

り
く
る
ヒ
と
の
…
…
来
ま
す
よ

．
褐
各
や
否
や
、
繊
・
に
心
細
い
、
．

次
萎
亨
享
が
議
撃
青
・
宰
．
団
・
、

め
■
冊
一
員
肴
位
の
協
カ
を
得
て
．
．
・
－
宰
日
－
役
日
凪
。
■

此
の
重
犬
な
淡
務
を
完
．
５
い
団
　
．
長
．
椀
等
．
・
彦
雄
・

た
し
度
く
念
願
心
違
る
次
．
副
．
団
．
長
瞭
俣
理
作
．

第
で
あ
ｏ
言
す
ｏ
　
　
　
　
　
　
”
　
　
・
漉
辺
．
．
搬
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
．
．
部
長
　
滴
．
口
・
和
碩
．

．
．
．
幻
人
会
．
・
副
膿
務
部
長
渡
辺
警
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
”
　
　
．
」
漉
辺
．
文
代
．

■
ね
て
会
長
．
に
就
怪
　
　
・
．
冊
　
　
．
滝
口
．
．
好
手
・

蟹
Ｌ
ま
Ｌ
た
■
拍
…
拶
　
文
化
．
籾
長
・
渡
辺
．
．
．
正
治

　
　
西
桂
町
燭
人
会
畏
　
　
　
副
文
化
部
長
　
犬
俗
・
崔
雌

　
　
■
一
・
渡
■
辺
．
は
■
な
一
　
　
”
．
　
土
騒
す
み
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
青
部
長
．
分
都
．
悦
男

　
器
で
も
あ
ｏ
ま
せ
ん
の
胆
副
体
胃
部
長
濃
辺
悦
＝
．

役
員
の
皆
穣
は
じ
め
会
員
の
　
　
．
｝
　
　
　
漉
辺
．
一
響
手

方
＾
の
、
池
犬
な
る
棚
変
．
授
　
　
　
”
　
　
　
志
村
葵
代
手

と
■
郷
協
カ
に
よ
．
Ｏ
ま
心
て
、
・
■
廣
業
生
活
都
長
高
層
　
　
　
８

＝
．
ケ
隼
間
町
撮
人
会
会
．
長
の
．
副
黄
簑
生
蒲
都
長
古
屋
救
失

■
篶
を
動
め
ざ
■
せ
・
て
．
い
た
■
Ｙ
．
き
　
　
　
．
皿
．
　
　
山
崎
た
か
乎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
・
．
　
和
光
曇
千
代

ま
．
Ｌ
た
’
．
　
．
　
．
．
．

　
…
月
に
な
喜
レ
て
、
い
．
．

よ
く
鋳
写
く
弩
．
、
匂
挨
・
拶
．

と
．
い
た
し
ま
．
し
た
と
こ
ろ
、
．
　
．
栖
礒
胃
卒
．
団
長
．
．
．
．
・

役
員
の
…
百
棟
か
ら
、
ど
・
〕
．
で
　
　
　
　
地
悩
．
守
．
彦
雄
．

も
い
ま
一
ケ
隼
帳
饒
し
て
会
．
・
此
の
度
町
で
公
熱
欝
一
．
一
号
．

。
長
の
職
を
鋤
め
る
よ
う
促
と
髪
行
す
る
に
当
ｏ
ま
し
て

の
．
、
■
強
い
懇
軸
…
に
た
う
て
お
　
町
．
の
計
｝
ひ
で
青
蛇
・
冊
…
か
ら
害
Ｈ

断
…
ｏ
も
…
耐
山
米
ま
せ
ず
、
．
御
｛
，
」
甲
刷
…
の
囲
…
い
、
轟
罐
藪
削
耐
川
役

ジ
め
恒
従
ｏ
て
１
重
ね
て
会
員
茗
を
掲
戯
し
て
戴
き
ま

長
の
驚
套
隻
雛
雛
輔
鱗
鮎

い
し
青
す
ｏ

　
．
『
冨
侮
．
刷
…
・
の
蘭
い
」
　
．
・

一
．
我
が
．
町
．
也
徽
察
地
と
ル
て

自
仙
共
に
英
の
存
荏
を
み
と

め
て
い
る
わ
げ
で
す
が
、
∴
我

’
口
年
剛
酒
醐
信
於
て
も
Ｅ

．
の
重
硬
．
頂
繋
で
あ
ｏ
．
虫
す
撒
．

黒
の
振
口
に
特
に
カ
を
窪
ぎ

」
・
り
一
り
．
の
嚢
垣
於
．
て
も

簑
生
活
距
そ
く
．
し
た
笑
の
あ

る
計
固
行
勤
、
．
そ
心
て
詰
果
．

を
反
省
し
愛
郷
の
．
念
障
も
え

毎
圓
の
止
毘
慌
…
匡
遺
進
↓
た
い
．

も
の
で
あ
り
．
ま
寺
一
。
着
止
己
の
．

晴
を
充
分
倶
発
揮
す
る
の
に

は
や
’
－
は
か
家
．
虜
の
方
．
ル
の

御
協
カ
な
く
亡
は
拙
来
ま
せ

ん
ｏ
．
上
ｏ
よ
童
青
隼
団
．
あ
ｏ

。
て
将
来
文
ｔ
・
き
西
崖
町
の
生

山
仙
る
箏
を
信
ず
．
み
も
の
．
で
一
各

○
ま
す
。
．
町
民
各
位
の
今
一

歩
の
腎
隼
固
足
対
す
る
漂
い

勧
理
獺
と
、
一
そ
し
て
御
芦
讐

の
穣
を
御
蘭
い
し
．
て
止
み
古

世
ん
。
犬
人
直
な
る
過
穫
と

↓
て
．
、
一
．
爾
月
．
の
修
擁
こ
そ
偲
・

ん
と
う
に
・
犬
切
で
．
あ
ｏ
な
す

冨
隼
団
賦
於
吸
眉
入
退
団
は

．
宮
由
で
あ
ｏ
ま
す
る
が
書
が

憂
す
る
西
凄
町
に
生
を
受
け

て
い
る
．
以
上
応
寿
臓
各
年
令

．
に
よ
ｏ
て
町
と
お
る
■
団
体
ド

そ
り
せ
ん
し
て
加
入
し
“
白

’
巳
の
“
伺
揚
に
．
つ
と
“
ｏ
あ
．
わ
せ

て
■
、
・
賭
…
日
■
団
体
の
’
据
一
峻
に
努

め
度
い
も
似
で
あ
ｏ
．
古
亥

ヶ
私
共
鰯
人
自
身
の
教
養
を
・
．

．
■
高
め
る
こ
と
に
努
め
－
■
そ
Ｌ

て
家
睦
を
円
満
に
治
め
、
杜
．

会
生
酒
を
円
滑
に
し
家
庭
や

町
を
作
る
土
合
と
な
る
覚
幡

．
て
進
み
た
い
と
念
願
い
た
す

次
銘
で
御
座
い
．
量
．
す
。

　
何
卒
よ
町
二
帽
・
の
．
御
鞭
繕
．

御
↓
更
擾
御
＾
醐
カ
の
．
穫
を
切
．
に
一

一
割
５
い
凸
甲
↓
山
｝
”
｛
山
，
ｏ
・
．

昭
和
…
十
隼
厘
－
竈
の
甘
函

デ・ 干．」士士士士． 士・十九Ｍ川七
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鬼
当
部
名
’

．
教
育
委
・
貝
会
牟
々
少

籔
育
婁
日
会

姦
．
貝
長

副
委
口
長

委
　
　
員
．

全・．
全
・

教
育
畏

讐
．
．
記
一

新
四
．

小
林
・
一

．
虹
甲
・
．

沌
目
．

犬
爺
．
．

酌正正奉義
雄男義治価

（
駁
会
藩
山
〕

．
・
山
申
．
伺
俊

高
山
．
．
逮
哉

．
．
四
・
月
町
鐵
．
会
鐵
量
繍
に

室
る
ま
で
鶉
会
選
…
固
の
凸
臥
育

轟
＾
．
貝
会
の
夫
俗
岨
凪
設
■
川
恒
＾

警
萎
員
就
任
当
初
か
ら
■
．

教
古
曇
員
－
螢
の
本
費
、
碗
…
．
命

委
員
会
の
制
度
等
、
．
喬
方
面

に
り
い
て
、
典
険
恒
一
仙
…
弼
せ

ら
処
委
員
と
Ｌ
て
嵐
．
に
よ
．

。
く
活
、
跡
を
欄
げ
ら
．
れ
京
し

．
た
ｏ

　
殊
に
曇
員
会
と
．
し
て
最
古

．
憲
を
い
た
し
．
ま
す
と
こ
ろ
恒

や
』
王
・
九
ぼ
、
．
委
属
会
と

町
当
周
或
は
誰
会
方
繭
士
、

．
な
念
の
啄
通
を
欠
く
こ
と
が

あ
Ｏ
’
Ｌ
は
と
云
う
こ
と
で
お

○
言
す
ｏ

馨
呂
硬
昌
Ｈ
会
で
は
、
県
傲
勿

臼
市
町
村
情
壼
．
る
ま
で
、
教

竈
の
一
切
に
．
つ
い
て
、
．
仁
山
仙

が
逗
営
の
欄
限
と
鴉
任
を
魚

○
て
層
る
の
て
あ
り
ま
す
が

出
用
誘
憎
の
上
に
於
て
は
、

．
一
文
の
喪
付
も
咄
冊
．
ｏ
で
厘
７
ｂ

な
い
の
で
あ
ｏ
ま
山
，
ｏ

　
■
教
青
上
ど
ん
杜
仕
■
を
し

た
い
と
忍
ｏ
て
も
、
当
同
が

．
双
知
し
杜
．
か
，
た
ら
、
脹
会

が
英
机
に
要
す
る
繍
讐
の
吏

…
四
を
融
決
さ
れ
な
い
限
ｏ
、
．

仕
事
に
手
が
着
げ
ら
れ
な
い

の
が
一
今
目
の
籔
胃
曇
員
会
■

の
簑
際
の
婆
で
あ
届
．
か
ち
で

あ
ｊ
ま
す
。
．

一
・
犬
谷
委
員
墨
扇
と
し
て

常
■
に
■
よ
く
町
財
政
の
笑
態
を

．
知
悉
せ
ら
れ
る
．
一
方
、
籔
青
．

委
負
会
・
の
籔
育
施
設
に
対
す

．
る
、
色
＾
の
希
望
要
望
芯
項

・
中
、
。
お
の
づ
．
か
ら
．
軽
璽
の
養

緊
急
か
香
か
の
点
等
よ
ぐ
考
．

察
せ
ら
れ
一
町
当
協
誰
会
方

面
と
の
．
媛
渉
に
、
所
謂
潤
渦

偏
油
的
活
動
に
．
よ
乏
．
極
め
．

て
円
渇
忙
、
当
周
に
は
提
察

？
歳
会
に
は
予
算
の
通
遡
を

図
ら
れ
、
委
員
会
ど
し
て
の
「
、

町
也
臥
寛
行
甘
版
の
運
営
に
、
．
皮

開
な
く
、
．
一
繕
．
々
ム
籔
育
理
想

の
笑
現
に
功
を
収
め
て
今
日
．

直
至
ｏ
ま
し
た
ｏ

．
．
．
お
蔭
で
中
学
絞
に
雨
天
．
体

操
場
災
”
盤
の
糞
般
が
．
見
ら

・
肌
ま
し
た
。
．
胱
…
政
掘
ｕ
適
の
折

…
十
隼
度
予
算
欄
戒
に
竺
ラ

．
て
も
〔
・
町
の
．
方
針
は
大
体
前

隼
歴
予
算
で
と
云
皇
…
で

あ
ｏ
喧
し
た
が
、
敬
盲
盟
倶

り
い
て
は
相
当
拍
碩
も
融
め
．

ら
れ
た
お
げ
で
あ
功
ま
ナ
。

．
．
■
こ
れ
は
勿
諭
町
当
局
町
■
繊

会
が
、
岨
臥
古
＾
の
亘
婁
帖
－
を
囲

鰯
せ
ら
れ
、
・
・
薗
カ
を
噛
し
ま

」
山
仙
地
い
た
ま
も
の
で
．
あ
ｏ
ま

す
。
中
掌
校
Ｅ
，
特
別
敬
實
の

皆
無
で
あ
誉
妄
に
．
り
い
・
て

も
一
．
．
擾
く
囑
慮
し
て
、
國
の

補
助
を
得
ら
れ
る
よ
５
・
に
英
．

の
筋
え
山
睨
鵬
遍
醐
７
０
展
閨
…
ｔ

て
く
れ
て
眉
ら
れ
ま
し
た
矢
－

先
き
、
咋
牢
十
月
…
十
年
四

月
小
掌
縫
入
学
児
逮
を
醐
ぺ
・

ま
し
た
と
ｔ
ろ
、
工
－
．
掌
汲
塙

加
し
な
げ
れ
ぽ
な
ら
症
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
↓
た
．
睾
、
．

　
小
学
糊
…
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
じ
ｏ

と
↓
て
居
ら
れ
ず
、
籔
裏

員
会
を
通
し
て
、
町
当
局
並

に
町
酸
会
に
校
舎
の
垢
築
方

を
懇
請
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
　
と
－
」
ろ
が
町
、
当
局
、
吸
会

も
普
詞
教
．
竃
が
不
足
。
し
て
副

宣
の
一
部
．
で
授
薫
を
す
る
よ

５
港
こ
と
で
は
症
ら
た
い
か

ら
苫
、
臭
匡
小
掌
校
の
綾
舎
．

地
築
に
は
－
文
の
禰
励
金
脈

加
い
の
で
す
が
、
四
籔
壷
－

榛
の
珀
簗
を
決
定
せ
ら
れ
た
－

の
で
あ
り
ま
す
ｏ
そ
れ
が
今

月
中
瞠
は
竣
工
心
て
卒
潰
を

…
月
に
ひ
か
え
た
■
六
隼
の
生

徒
は
、
番
も
新
ら
し
い
薪
絞

舎
で
勉
強
が
出
來
、
多
少
胞

特
別
教
．
霊
も
設
置
出
来
る
山
杁

態
に
症
カ
ま
．
し
た
。
　
．

　
簡
そ
。
の
上
申
学
校
の
特
別

教
竈
に
．
つ
．
い
て
に
、
國
の
補

舳
〃
む
僅
…
ら
れ
・
ま
ヰ
・
の
で
、
町

は
小
掌
校
校
脅
の
均
築
が
す

ん
淀
ら
一
■
蔵
ぐ
申
掌
校
の
特

別
教
童
違
設
に
・
瀞
手
Ｌ
・
よ
．
５

と
、
計
圃
せ
ら
れ
、
強
乃
笑

現
幅
亭
．
を
簗
め
ら
．
れ
で
．
眉
ら
・

山
仙
意
山
，
こ
ど
は
．
１
、
警
曇
＾
貝
．

　
■
－
■
．
■
（
四
頁
■
へ
■
脱
く
〕
■
．

．
　
　
、
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〔
三
頁
よ
り
続
き
〕

■
会
…
か
町
教
育
行
政
の
補
世
憶
－

を
、
■
担
当
い
た
し
ま
す
董
任

上
、
■
誠
に
同
慶
の
．
第
り
、
欣
－

快
惜
ぺ
甜
は
ざ
治
と
こ
ろ
て
．

あ
ｏ
ま
す
。

　
教
育
委
爵
は
数
育
の
聯
間

康
て
た
く
て
締
椛
、
見
鼎
の

広
．
い
．
良
識
を
持
つ
瑞
が
広
く

．
果
稚
を
代
表
Ｌ
て
民
意
に
そ

弓
・
よ
う
に
教
育
の
逓
當
を
す

る
斗
；
」
．
ろ
に
教
曹
］
墾
昌
凧
会
の

．
使
命
が
存
ず
る
・
も
の
て
あ
ｏ

ま
す
。

　
．
小
中
学
校
の
加
穀
不
瑞
佛

と
、
痛
く
委
員
会
と
し
て
は

た
げ
い
て
居
っ
．
た
の
で
．
す

が
、
期
く
も
早
急
に
此
の
た

－
け
き
が
柵
肝
消
Ｌ
て
、
激
■
育
蝿
…

境
｝
か
蒲
｛
と
哩
ｕ
想
の
一
蛾
に
到

達
し
よ
う
と
い
た
し
ま
す
こ
．

と
毛
、
町
民
殊
に
ｐ
Ｔ
八
の

蔭
の
力
が
偉
犬
た
効
を
差
Ｌ

た
も
の
と
、
僧
ん
じ
ら
れ
る

も
の
で
島
り
古
山
す
．
ｏ
．

　
つ
．
い
先
頸
教
育
委
Ｈ
齪
命
貝

で
中
巨
摩
那
の
巨
際
｝
を
見

て
塗
■
り
ま
■
し
た
ｕ
そ
の
施
…
肚

の
労
帥
に
ほ
全
灼
鷲
き
入
っ

た
次
舘
…
で
、
町
一
の
山
…
学
杜
ど

生
徒
を
呵
愛
そ
う
だ
た
と
、
．
・

っ
ぐ
ぐ
思
わ
せ
ら
れ
た
も

・
の
．
で
あ
り
苛
す
。
一
例
を
お

げ
れ
ぱ
申
巨
摩
中
掌
叩
、
．
．
は
、

…
亨
ソ
ニ
十
五
台
．
を
・
脇
え

て
、
洋
裁
は
＝
十
五
人
を
一

グ
ル
ー
プ
と
し
て
教
授
し
て

居
る
の
．
で
あ
ｏ
ま
す
。

．
．
女
丁
は
全
校
撤
服
で
、
こ

れ
は
生
徒
自
身
が
作
っ
て
措

用
し
て
避
る
と
の
ト
」
と
て
島

り
ま
．
す
。

■
六
月
…
十
円
教
育
委
員
と
．

譲
会
の
文
教
委
員
と
ｆ
．
、
衡

士
吉
瓜
市
内
皇
中
学
校
．
と
、
．

湖
南
中
学
校
と
を
視
繁
し
ま

Ｌ
た
。
．

何
れ
も
特
別
教
室
は
瑞
■
嚇
ど

こ
ろ
か
理
科
窒
た
プ
．
は
鏑
一

理
科
蜜
、
第
一
一
理
科
室
「
下

吉
皿
．
中
学
佼
に
至
っ
て
は
触
川

・
…
理
科
索
ま
で
設
げ
ら
れ
て

居
り
竜
す
。

　
洲
南
中
て
た
す
げ
を
」
工

は
、
作
法
窒
に
和
弐
と
洋
式

の
二
教
室
が
設
げ
ら
れ
、
洋

式
の
作
法
窒
に
は
大
臣
官
邸

　
　
　
　
　
　
　
ｆ
．
二
ｉ
！

に
巾
．
も
島
る
よ
う
丈
弼
［
叩

と
Ｌ
て
で
た
く
建
築
と
し
て

の
、
■
犬
ス
ト
ー
プ
が
設
備
さ

れ
て
周
る
点
、
和
式
の
作
漉
．

・
室
た
戸
二
流
旅
鮒
の
座
敷
そ

の
ま
し
に
は
全
く
た
古
．
げ
た

次
第
」
で
お
り
喧
す
。

　
皿
．
に
我
共
が
愛
す
る
子
弟

の
教
育
の
為
に
、
町
の
申
学

を
遭
け
て
、
設
術
の
究
備
Ｌ

た
立
派
た
学
校
に
わ
ざ
ぐ

通
単
さ
せ
ま
．
Ｌ
た
が
、
頭
値

父
母
の
膝
下
を
傲
れ
て
遠
く

東
都
に
学
ぱ
せ
る
家
庭
も
あ

　
’る
や
を
醐
き
、
町
の
掌
校
も

一
孤
Ｌ
り
の
山
加
成
仙
駅
育
｝
か
山
来

得
る
秤
蛙
ま
千
．
に
、
一
月
も

早
く
加
設
Ｌ
た
げ
れ
ほ
た
ら

た
い
井
一
偲
１
て
居
り
ま
す
。

そ
れ
も
－
」
れ
も
皆
町
民
の
力

と
囲
解
と
に
僚
た
た
げ
れ
ぱ

．
た
ら
汁
一
い
の
．
て
あ
り
ま
ヰ
・
。

町
教
育
の
刷
新
向
上
に
脳
し
．

今
Ｈ
迄
ｒ
、
華
り
た
こ
と
に
対

し
深
く
感
謝
い
た
Ｌ
ま
寸
士

共
に
、
・
今
後
の
御
協
カ
御
支

擢
御
鞭
難
の
利
を
乞
い
鯛
う

次
錨
て
島
り
ま
．
す
。

　
　
　
教
育
委
員
会

　
・
（
文
．
董
教
育
長
に
島
ｏ
〕

．
青
年
に
修
養
は
無
風
か

青
年
単
級
主
那
．
山
．

．
た
け
た
し
砂
締
襲
三
．
乃
五

千
円
も
町
が
支
出
し
て
、
わ

ざ
／
、
青
年
掌
級
を
設
置
し

関
係
者
は
書
年
削
の
幹
部
と

い
ろ
／
、
協
識
の
繍
果
、
あ

の
誠
師
ヒ
の
瀧
師
と
適
当
な

議
飾
を
招
き
、
■
此
の
科
目
島

．
の
教
科
と
教
科
課
程
に
つ
い

て
も
心
配
Ｌ
、
■
勤
労
青
年
に

向
く
よ
ケ
に
、
．
｝
」
ん
な
教
強

で
、
あ
ん
杜
湛
．
式
叩
．
講
義
し

た
ら
と
い
ろ
～
、
に
岩
膳
立

一
を
し
て
、
習
年
に
催
養
の
機

壷
を
持
た
せ
て
届
る
の
・
に
、

青
隼
は
一
向
に
児
向
き
も
Ｌ

吉
．
せ
ん
。
・

　
ご
れ
は
．
一
体
と
５
Ｌ
た
わ

げ
で
し
よ
う
ｏ
今
□
の
背
年

に
侶
雅
．
と
云
う
こ
と
．
に
、
無
－

用
な
の
７
．
Ｌ
上
ｊ
か
。
町
や

村
を
良
く
心
、
町
や
村
を
興

こ
す
ご
と
が
や
が
て
国
を
興

－
」
す
所
以
で
あ
ケ
．
ま
す
。
英

れ
を
思
ｏ
．
て
、
一
昨
年
か
ら

た
と
え
幾
ら
に
せ
よ
固
也
青

年
学
級
に
補
助
を
川
Ｌ
て
屈

ガ
ま
す
。
県
も
同
．
額
の
．
補
助

巾

を
出
Ｌ
て
居
り
ま
す
。
、

　
こ
ん
た
風
に
国
も
県
も
町

村
も
背
年
の
侶
瀧
．
と
云
う
こ

ど
に
っ
い
て
考
身
一
て
屈
る
の

に
、
当
の
管
年
自
身
命
く
知

ら
ぬ
噸
．
で
す
。

教
．
育

長

か
ら
出
て
は
い
げ
た
い
と
云

う
の
を
無
独
矢
理
お
願
い
し

て
出
Ｌ
て
貰
ら
い
、
青
年
掌

級
へ
旧
る
為
に
仕
事
に
さ
し

つ
か
・
見
る
こ
と
の
た
い
よ
５

に
甥
め
る
は
勿
諭
、
家
が
賛

よ
く
糊
の
思
ろ
乎
半
分
と
一
Ｌ
い
為
に
青
年
学
級
か
ら
帰

云
・
〕
一
」
と
が
一
．
晒
わ
れ
て
吊
仙
り

．
ま
す
が
、
半
分
ジ
；
」
ろ
か
、

三
分
の
一
も
、
十
分
の
一
も

膏
年
自
身
は
考
え
て
く
れ
た

い
の
“
か
今
円
の
串
Ｈ
」
仲
壁
丁
舖
…
叩

干
」
ｏ

　
雛
楠
」
新
聞
杜
が
背
年
教
甫

の
為
に
、
痂
年
鋤
甥
脅
毎
加

ら
、
腎
年
学
級
に
つ
い
て
の

論
…
文
を
募
柑
ホ
Ｌ
て
屈
り
ま

・
す
。
一
昨
年
も
今
年
・
も
一
．
難

に
た
り
て
斑
金
…
万
円
を
穐

た
脅
年
は
何
れ
も
山
形
県
の

青
年
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

一
喋
一
篭
辻
避
し
た
一
時
募
い
窃
．
弩
け
蕎

習
苫
琶
い
農
器
背
竺
毒
名
、
八
木
擢
し
て

旧年きて
の掌を ’

仕級境。瑚
璃へても
に揃ｉ二 此

さ学すの
しする ’青
つ１れの年
かぽ
え’ での
る叩１竹側

え
’
て
は
叩
旧
野
良
に
は
く

お
ら
じ
を
作
る
と
云
う
勤
．
め

方
、
そ
の
お
ら
じ
も
野
奥
で

切
れ
』
ほ
そ
の
ま
Ｌ
捨
て
ず

に
下
げ
て
止
米
て
堆
胴
山
に
加
・
兄
■

る
榊
つ
ま
し
．
く
働
い
て
屈
っ

た
も
の
て
寸
■
。

　
…
羅
え
に
脅
．
年
単
級
に
、

小
一
里
の
路
を
歩
届
い
て
通

っ
た
そ
弓
で
す
。
束
北
地
方

で
吹
甥
の
時
は
■
道
古
川
毛
僻

も
わ
か
ら
一
た
い
よ
・
〕
に
た
る

の
・
だ
■
て
弓
で
す
．
ｏ

　
聾
の
夜
背
年
学
級
へ
山
る

．
こ
れ
を
途
共
立
て
た
が
ら
遜

「
た
１
そ
う
で
す
。
帰
貞
．
り
に

は
叉
■
そ
れ
を
■
一
木
月
占
抜
い

て
帰
貞
、
る
口
そ
膏
も
し
な
い
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〇
四
七
、
。
二
量
Ｏ
匝
川

一
＝
二
〇
，
量
．
一
〇
団
Ｈ

　
＝
二
，
壷
Ｏ
Ｏ
円
一

　
八
四
、
六
〇
〇
円

　
一
五
、
二
〇
〇
円

　
」
一
〇
「
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

　
三
八
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
門

　
一
、
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

　
一
〇
，
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

　
一
・
六
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

大
一
九
、
．
七
七
〇
円

二
四
八
、
■
七
七
〇
円

　
　
七
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

七
〇
説
、
五
〇
〇
円

　
六
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
．

　
六
三
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

　
二
四
、
五
〇
〇
門

一
七
Ｃ
，
Ｏ
Ｏ
Ｏ
侶
　
」

＝
．
一
四
一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｈ

九
四
＝
、
一
五
〇
円

一
八
五
、
六
五
〇
円
．

　
　
七
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

五
七
一
、
七
〇
〇
円

　
五
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

・
・
…
Ｏ
，
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

　
二
三
「
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

　
七
、
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

ｎ
一
〇
ｎ
向

Ｏ
Ｏ
ｎ
円

と
、
吹
雪
の
た
め
■
に
遣
が
わ

か
ら
症
く
た
る
か
ら
淀
そ
う

で
す
。

　
此
の
尊
い
体
齢
…
を
書
い
た

も
の
が
一
尊
論
文
と
た
っ
た

も
の
て
す
。
審
噴
に
当
っ
た

粛
…
京
↓
＾
学
の
・
教
授
一
か
此
れ
だ

げ
の
払
酬
文
の
書
け
る
＾
甲
生
一
か

今
円
全
国
の
犬
学
に
幾
人
あ
．

る
だ
ろ
う
と
澱
賞
さ
れ
て
屈

り
ま
し
た
口
．

　
今
年
一
等
に
当
選
Ｌ
．
た
育

年
も
同
様
賛
Ｌ
い
家
の
青
年

で
…
凹
畑
を
精
＾
た
た
い
の
で
古
Ｈ
．

姓
も
冊
来
ず
、
屋
根
ふ
き
の

職
人
に
使
っ
て
貰
ら
っ
て
屈

る
そ
う
で
す
。
此
の
職
業
は

蕃
か
ら
秋
音
て
旨
冬
は
仕
轟

が
た
い
。
仕
事
が
た
げ
れ
ぽ

一
家
四
人
〔
父
た
Ｌ
〕
食
う
ー

－
」
と
が
出
来
た
い
仙
そ
こ
で

郵
鍾
局
へ
頼
ん
、
ｔ
配
達
を
さ

．
せ
て
〃
貰
ら
・
り
て
七
の
日
ノ
、

を
過
、
こ
し
て
旭
っ
た
．
の
だ
そ

う
で
．
す
。
村
か
ら
維
活
扶
伽

を
受
け
て
や
っ
と
の
こ
と
帖
粋

ら
Ｌ
で
屈
っ
た
．
も
の
で
す
。

　
そ
れ
て
も
勉
強
の
必
要
を

思
い
、
脅
年
学
級
に
凧
欠
か

さ
ず
出
席
Ｌ
、
ま
じ
め
に
勉

強
Ｌ
た
そ
う
下
す
。

　
学
級
長
に
選
．
廠
れ
た
。
生

括
扶
助
を
受
け
て
屈
る
裁
の

青
年
が
学
級
長
か
、
隅
桜
麗

職
人
の
御
手
元
が
掌
級
長
か

と
蔭
口
を
き
く
瞳
に
１
身
が

山
り
甘
圭
る
皿
…
い
一
か
ｔ
た
一
七
宇
つ

で
す
。
撫
理
の
た
い
こ
主
Ｏ

す
ね
。

　
生
活
扶
助
を
受
．
け
た
が
ら

魚
を
食
づ
て
た
ど
、
．
患
口
も

云
わ
れ
る
の
で
、
た
・
と
え
旧

ざ
し
を
焼
く
に
も
戸
、
牌
手
を

し
め
側
ウ
て
肺
…
い
た
．
も
．
の
川
花

そ
う
で
す
岨

■
此
の
生
活
休
験
ｒ
よ
｝
．
て

静
目
い
た
笑
際
の
止
↓
摘
…
紺
録
が

命
傾
一
簿
論
文
と
レ
て
三
万

の
慨
命
を
か
も
碍
た
の
で
あ
．

り
苛
寸
．
。
・
此
の
繍
果
の
発
表

は
つ
い
激
．
日
柿
…
の
亡
」
キ
一
ｔ
あ
．

り
ま
す
。

　
町
の
背
年
諦
誼
、
典
．
剣
に

出
喝
・
瓦
て
見
て
一
ト
さ
い
ｏ

管
隼
学
澱
の
必
褒
．
苧
甘
・
い
た

ら
．
ぽ
、
．
折
価
Ｈ
三
一
カ
、
抗
．
十
の
解
…

会
畏

新’古下小本棚倉・部
　　慕沼
・展屋椛上町園見落

昭
・
机
三
十
年
度
西
桂
中
学
校
ギ
．
Ｔ
．
Ａ
役
員
泰
■
。

・
住

　○
分滴前武狡藤小

帥． 固藤當
・江川丁 ’理

　　　　　　　　　　金
　　　 ’勘

重罧連　保善讃’　　　孔　　 年」’ 輝
蔵汀耳郎・ 皇・哨毒 一一

　
．
副
会
長

・
事

　　　　　　○
山土義滞松梶漉

■１』

崎屋口辺一
　城川岬　． 膀正国・ 　歯’
　太．’年

登
、

直松僻郎登鐘一

．
・
．
叶
皿

　
丁

　　　Ｏ ’Ｏ
’’ ・滴森 ．櫛渡志渡蜂
Ｏ
ｌ…１］．

肛ｉ辺村辺
碩三

幹目

・・革 肋も■蹄峨年

勇寛雄治と芽一

田

雄

一
秘
録
犬
東
晒
一
職
史

　　会’ 各幹
　　　学
　　長年事
園柿年四！隼一

　　秦結藤

壷・男’滴

年五年二．

田囚一

擾太林

隼六年皇陣

佐流湯

畔志． 正

会

長

郷・
昭

和

’干

畢
慶
蓮
合
Ｉ会

役
輿

覧
麦

ム
亙

　
小
　
山
　
は

一
三
　
浦

■
曲
＾
を
…
ｍ
Ｌ
て
い
た
甘
■
い
て
屯

無
騒
な
ト
」
と
、
も
っ
た
い
た

い
こ
と
で
す
亡
祉
全
教
育
而

叩
も
い
く
ら
■
で
も
榔
…
．
い
途
は

他
に
島
り
ま
す
。

　
管
隼
請
君
が
自
覚
七
て
く

れ
た
ら
諸
君
自
体
か
ら
習
年

望
■
や
鷲
見
が
出
さ
れ
て
ギ
、
ん

於
に
で
も
活
護
に
運
営
さ
れ

る
も
の
と
思
い
昔
す
Ｏ
ご
』

で
一
つ
真
剣
に
考
・
え
て
見
て

．
下
さ
い
。

学
級
窩
窪
つ
い
て
纂
一
緊
髪
蟻
叢
浮
町

．
．
．
本
牡
讃
み
．
書
し
チ
．

　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
場
運
當
黍
員
会
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
高
　
　
山
．
蓮

．
．
み
ど
り
号
．
け
約
四
十
円
に

一
．
．
・
腹
宛
則
町
へ
洲
一
同
し
て
唐

て
、
そ
の
湘
腰
八
十
…
…
の
本

を
貸
し
て
行
き
ま
す
。
前
固

の
広
報
で
お
知
．
ら
・
せ
Ｌ
た
顕

か
ら
．
利
川
薪
も
ぐ
ん
と
揃
え

訓
愉
．
の
納
果
八
十
冊
の
．
本
が

亙
↑
…
…
つ
・
．
市
り
一
冊
の
本

が
二
人
の
利
用
煮
に
よ
っ
て
■

．
哉
．

撃
空
い
享
遂
と
ヒ
享
一
奨
鰐
立
大
墨

ま
Ｌ
て
．
は
四
十
ー
ヨ
を
十
臼
宛

四
回
に
分
け
て
読
ん
で
貰
え

ぱ
八
十
…
…
が
三
百
二
十
冊
に
．

た
る
こ
と
を
田
標
に
し
て
お

．
り
す
す
阯
妊
非
御
利
胴
下
さ

い
。
．

　
叉
昨
隼
帷
か
ら
み
戸
．
り
号

の
脚
書
の
利
用
と
平
行
し
．
て

町
独
膏
の
．
計
繭
を
遊
め
て
い

公
民
飾
の
臓
書
と
し
て
此
度

別
記
の
本
を
麟
入
Ｌ
ま
し
た

　
希
蜆
■
の
方
は
御
利
用
を
お

す
し
め
Ｌ
重
す
。
」

　
．
更
に
も
う
一
つ
係
の
夢
が

あ
る
の
で
す
が
、
申
」
れ
は
町

の
甘
智
様
の
応
援
が
■
た
げ
れ
ぼ

…
川
来
得
た
い
仁
と
で
す
の
■
■
で

こ
れ
を
機
｛
Ｌ
の
運
動
を
雅

進
Ｌ
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ

は
一
軒
一
…
…
の
．
．
固
書
特
脳
遡

動
で
す
。
■
仔
薮
庭
で
す
で
に

雛
ま
れ
た
本
や
、
利
用
し
て

し
ま
り
て
書
棚
の
ほ
こ
り
に

ま
み
れ
て
い
る
本
を
再
．
ぴ
休

か
し
て
、
．
町
の
象
一
勢
に
…
刊
用

し
て
貰
り
た
ら
と
思
う
の
て

す
が
、
ど
ん
た
も
の
て
Ｌ
上

う
．
？
　
町
に
約
一
、
一
〇
〇
廿

帯
島
．
七
ま
す
。
仮
に
一
千
ｍ

．
を
審
…
榊
…
Ｌ
て
仙
貫
い
、
．
少
い
な

一
か
ら
年
．
｛
の
町
の
予
算
で
．
…
貝

足
Ｌ
桝
せ
て
み
■
ど
り
号
の
脚

蕃
刑
用
、
更
に
県
立
図
黎
鋤

よ
り
み
ど
ｏ
号
と
ほ
別
に
借

り
る
方
港
屯
島
り
ま
す
の
で

－
」
れ
ら
を
剰
用
す
れ
ぱ
司
成

り
の
本
が
皆
様
の
前
に
供
給

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
．
．
願
は

く
ぱ
係
だ
け
の
募
に
終
ら
せ

ず
、
町
立
関
書
蝕
の
突
蜆
を

み
た
い
屯
の
て
寸
。

公
民
館
に
備
え

つ
け
ら
．
れ
た
図
書

犬
斑
．
巾
．
峨
争
写
莫
史

呂ア‘５４ヨ’’！

開
職
巡
攻
篇

太
平
洋
攻
防
購

特
攻
決
職
篇
・

．
茱
土
興
亡
篇

犬
睦
蜻
塵
篇

南
方
攻
守
軸
篇

孤
脇
．
締
峰
簾

落
甘
終
撒
篇

開
戦
太
平
洋
薦

満
州
鰭

大
陸
刺
鮮
篇

叶
ｖ
ー
ピ
ル
｝
篇
．

（
写
真
史
は
榑
出
出
来
ま
せ

ん
の
で
彼
場
内
で
剰
用
Ｌ
て
■

下
さ
い
〕

健
康
が
誰
福
の
本

　
は
い
の
居
た
い
町
．

　
姐
み
の
居
た
い
町

　
蚊
　
の
層
た
い
町

粗
つ
く
り
た
い
も
の
て
．
す
ね

家
の
ま
わ
喧
に
活
水
が
澗
っ

て
居
を
Ｌ
と
は
、
蚊
を
わ
か

さ
せ
る
－
」
と
に
た
ｏ
盲
す
。

家
の
ま
わ
り
に
は
］
本
の
雑

背
叩
も
生
・
え
芦
一
せ
た
い
よ
う
に

い
た
し
ま
Ｌ
上
ら
ｏ

常
に
剛
…
虫
剤
を
伽
…
い
ま
Ｌ
上

う
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
・
…

煙
草
愛
好
者
の
皆
穣

煙
草
・
は
町
内
の
小
売

店
で
お
質
い
求
め
下

き
い
．

…
…
…

．
西
桂
町
公
報
第
ご
号
を
町

民
皆
様
方
の
御
手
許
に
棚
属

　
　
　
　
　
　
’
．

け
い
た
し
盲
す
。
第
一
号
に
．

は
私
の
不
馴
れ
た
為
に
誤
字

が
多
く
、
正
誤
表
書
で
添
え

て
発
行
す
る
不
仕
末
を
減
じ

唾
Ｌ
た
。
誠
に
恐
縮
に
存
じ

甫
す
。

　
瀦
＝
号
か
ら
は
島
ん
た
へ

ま
は
い
た
七
ま
せ
ぬ
よ
ら
肺

肯
い
た
Ｌ
ま
す
。
此
の
公
報

に
つ
い
て
個
か
御
誰
文
が
あ

り
ま
し
．
た
ら
御
遠
雌
な
く
郁

巾
出
下
．
願
い
寸
す
。

　
　
　
　
．
〔
川
中
生
〕


